
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
アクセル開度に対してスロットル開度が一義的に定まらず、またスロットル開度に対して
機関出力トルクが一義的に定まらない内燃機関と、その出力側に接続される変速機とを備
える車両用出力制御装置において、
機関の制御装置に、変速機の制御装置に対し、アクセル開度信号を送信する手段と、機関
出力トルク信号を送信する手段とを設け

ことを特
徴とする車両用出力制御装置。
【請求項２】
機関要求トルクを算出する手段は、少なくとも機関冷却水温に応じた冷機時補正トルク分
を含んで機関要求トルクを算出するものであることを特徴とする 記載の車両用出
力制御装置。
【請求項３】
機関要求トルクを算出する手段は、少なくとも補機負荷に応じた補機負荷補正トルク分を
含んで機関要求トルクを算出するものであることを特徴とする 記載
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、
前記機関出力トルク信号を送信する手段は、アクセル開度検出手段により検出されるアク
セル開度をドライバ要求トルクに変換する手段と、ドライバ要求とは無関係の機関要求ト
ルクを算出する手段と、ドライバ要求トルクと機関要求トルクとに基づいて目標トルクを
算出する手段と、目標トルクをアクセル開度相当値に変換する手段とから構成され、機関
出力トルク信号として、目標トルクのアクセル開度相当値を送信するものである

請求項１

請求項１又は請求項２



の車両用出力制御装置。
【請求項４】
目標トルクを算出する手段は、ドライバ要求トルクと機関要求トルクとを加算して、目標
トルクを算出するものであることを特徴とする のいずれか１つに記載
の車両用出力制御装置。
【請求項５】
変速機の制御装置は、アクセル開度信号と車速信号とに基づいて変速比を制御する変速制
御手段と、機関出力トルク信号に基づいてライン圧を制御するライン圧制御手段とを備え
るものであることを特徴とする請求項１～ のいずれか１つに記載の車両用出力制
御装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、内燃機関と変速機とを協調制御する車両用出力制御装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来この種の車両用出力制御装置では、機関の制御装置から、変速機の制御装置へ、スロ
ットル開度信号を送信し、変速機の制御装置の側で、スロットル開度信号と車速信号とに
基づいて変速比を制御し、また、スロットル開度信号に基づいてライン圧を制御している
（特開平８－３２６８５６号等参照）。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、アクセル開度に対してスロットル開度が一義的に定まらず、またスロット
ル開度に対して機関出力トルクが一義的に定まらない内燃機関においては、次のような問
題点がある。
例えば、吸気通路にアクセルに機械式に連動することなく電気的に駆動される電制スロッ
トル弁を備える一方、燃焼室内に直接燃料を噴射する燃料噴射弁を備えて、吸気行程にて
燃料を噴射して行う均質燃焼と圧縮行程にて燃料を噴射して行う成層燃焼とを切換可能な
直噴火花点火式内燃機関において、少なくともアクセル開度に基づいて目標トルクを設定
し、この目標トルクを得るようにスロットル開度及び燃料噴射量を協調制御する場合、例
えば に示すように、成層燃焼と均質燃焼とを切換えて運転を行うと、ドライバによる
アクセル開度の動きに対して、スロットル開度の動きが一義的に決まらず、またスロット
ル開度により機関出力トルクを代表させることもできなくなる。
【０００４】
従って、スロットル開度の動きからドライバの意志と機関出力トルクとを読取って、変速
制御とライン圧制御とを行っている変速機側の制御に支障をきたす。
本発明は、このような従来の問題点に鑑み、機関の制御装置から変速機の制御装置へ、ス
ロットル開度信号に代わる信号を送信することにより、変速機側の制御を確実なものとす
ることのできる車両用出力制御装置を提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
このため、請求項１に係る発明では、アクセル開度に対してスロットル開度が一義的に定
まらず、またスロットル開度に対して機関出力トルクが一義的に定まらない内燃機関と、
その出力側に接続される変速機とを備える車両用出力制御装置において、図１（Ａ）に示
すように、機関の制御装置に、変速機の制御装置に対し、アクセル開度信号を送信する手
段と、機関出力トルク信号を送信する手段とを設けたことを特徴とする。
【０００６】

機関出力トルク信号を送信する手段は、図１（Ｂ）に示すように、アクセル開度検
出手段により検出されるアクセル開度をドライバ要求トルクに変換する手段と、ドライバ
要求とは無関係の機関要求トルクを算出する手段と、ドライバ要求トルクと機関要求トル

10

20

30

40

50

(2) JP 3559882 B2 2004.9.2

請求項１～請求項３

請求項４

図６

また、



クとに基づいて目標トルクを算出する手段と、目標トルクをアクセル開度相当値に変換す
る手段とから構成され、機関出力トルク信号として、目標トルクのアクセル開度相当値を
送信するものであることを特徴とする。
【０００７】

に係る発明では、機関要求トルクを算出する手段は、少なくとも機関冷却水温に
応じた冷機時補正トルク分を含んで機関要求トルクを算出するものであることを特徴とす
る。

に係る発明では、機関要求トルクを算出する手段は、少なくとも補機負荷に応じ
た補機負荷補正トルク分を含んで機関要求トルクを算出するものであることを特徴とする
。
【０００８】

に係る発明では、目標トルクを算出する手段は、ドライバ要求トルクと機関要求
トルクとを加算して、目標トルクを算出するものであることを特徴とする。

に係る発明では、変速機の制御装置は、アクセル開度信号と車速信号とに基づい
て変速比を制御する変速制御手段と、機関出力トルク信号に基づいてライン圧を制御する
ライン圧制御手段とを備えるものであることを特徴とする（図１（Ａ）参照）。
【０００９】
【発明の効果】
請求項１に係る発明によれば、機関の制御装置から変速機の制御装置へ、スロットル開度
信号に代わり、ドライバの意志であるアクセル開度と、機関出力トルクとを切りわけて、
送信することにより、変速機側の制御を確実なものとすることができる。
【００１０】

機関出力トルク信号を送信する際に、アクセル開度をドライバ要求トルクに変換す
る一方、ドライバ要求とは無関係の機関要求トルクを算出して、これらに基づいて、機関
出力トルクに相当する目標トルクを算出することで、機関出力トルクを的確にとらえるこ
とができ、また、この目標トルクをアクセル開度相当値に変換して、これを機関出力トル
ク信号として送信することで、アクセル開度相当値はスロットル開度相当値と単位等が等
しいゆえ、従来の変速機側の制御をそのまま使用できる利点がある。
【００１１】

に係る発明によれば、機関要求トルクを算出す際に、機関冷却水温に応じた冷機
時補正トルク分を考慮することで、機関要求トルクを的確に算出することができる。

に係る発明によれば、機関要求トルクを算出する際に、エアコン等の補機負荷に
応じた補機負荷補正トルク分を考慮することで、機関要求トルクを的確に算出することが
できる。
【００１２】

に係る発明によれば、目標トルクを算出する際に、ドライバ要求トルクと機関要
求トルクとを加算するだけで、簡単に算出することができる。

に係る発明によれば、変速機側で、アクセル開度信号と車速信号とに基づいて変
速比を制御する一方、機関出力トルク信号に基づいてライン圧を制御することで、変速機
側での変速制御とライン圧制御とを確実なものとすることができる。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下に本発明の実施の形態を説明する。
図２は実施の一形態を示す直噴火花点火式内燃機関のシステム図である。先ず、これにつ
いて説明する。
車両に搭載される内燃機関１の各気筒の燃焼室には、エアクリーナ２から吸気通路３によ
り、電制スロットル弁４の制御を受けて、空気が吸入される。
【００１４】
電制スロットル弁４は、コントロールユニット１０からの信号により作動するステップモ
ータ等により開度制御される。
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そして、燃焼室内に燃料（ガソリン）を直接噴射するように、電磁式の燃料噴射弁（イン
ジェクタ）５が設けられている。
燃料噴射弁５は、コントロールユニット１０から機関回転に同期して吸気行程又は圧縮行
程にて出力される噴射パルス信号によりソレノイドに通電されて開弁し、所定圧力に調圧
された燃料を噴射するようになっている。そして、噴射された燃料は、吸気行程噴射の場
合は燃焼室内に拡散して均質な混合気を形成し、また圧縮行程噴射の場合は点火栓６回り
に集中的に層状の混合気を形成し、コントロールユニット１０からの点火信号に基づき、
点火栓６により点火されて、燃焼（均質燃焼又は成層燃焼）する。尚、燃焼方式は、空燃
比制御との組合わせで、均質ストイキ燃焼、均質リーン燃焼、成層リーン燃焼に分けられ
る。
【００１５】
機関１からの排気は排気通路７より排出され、排気通路７には排気浄化用の触媒８が介装
されている。
コントロールユニット１０は、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、Ａ／Ｄ変換器及び入出力インタ
ーフェイス等を含んで構成されるマイクロコンピュータを備え、各種のセンサから信号が
入力されている。
【００１６】
前記各種のセンサとしては、機関１のクランク軸又はカム軸回転を検出するクランク角セ
ンサ１１，１２が設けられている。これらのクランク角センサ１１，１２は、気筒数をｎ
とすると、クランク角７２０°／ｎ毎に、予め定めたクランク角位置（各気筒の圧縮上死
点前の所定クランク角位置）で基準パルス信号ＲＥＦを出力すると共に、１～２°毎に単
位パルス信号ＰＯＳを出力するもので、基準パルス信号ＲＥＦの周期などから機関回転数
Ｎｅを算出可能である。
【００１７】
この他、吸気通路３のスロットル弁４上流で吸入空気流量Ｑａを検出するエアフローメー
タ１３、アクセル開度（アクセルペダルの踏込み量）ＡＣＣを検出するアクセルセンサ１
４、スロットル弁４の開度ＴＶＯを検出するスロットルセンサ１５（スロットル弁４の全
閉位置でＯＮとなるアイドルスイッチを含む）、機関１の冷却水温Ｔｗを検出する水温セ
ンサ１６、排気通路７にて排気空燃比のリッチ・リーンに応じた信号を出力するＯ 2  セン
サ１７、更にエアコンスイッチ１８などが設けられている。
【００１８】
ここにおいて、機関の制御装置としてのコントロールユニット１０は、前記各種のセンサ
からの信号を入力しつつ、内蔵のマイクロコンピュータにより、所定の演算処理を行って
、電制スロットル弁４によるスロットル開度、燃料噴射弁５による燃料噴射量及び噴射時
期、点火栓６による点火時期を制御する。
スロットル制御（電制スロットル弁４の制御）については、アクセル開度ＡＣＣと機関回
転数Ｎｅとから設定される機関の目標トルクなどに応じて、目標スロットル開度ｔＴＶＯ
を設定し、これを得るように、電制スロットル弁４のモータを駆動して、開度制御する。
【００１９】
燃料噴射制御（燃料噴射弁５の制御）については、機関運転条件に従って燃焼方式を設定
し、これに応じて燃料噴射弁５による燃料噴射量及び噴射時期を制御する。
詳しくは、機関回転数Ｎｅと基本燃料噴射量Ｔｐとをパラメータとして燃焼方式を定めた
マップを、水温Ｔｗ、始動後時間などの条件別に複数備えていて、これらの条件から選択
されたマップより、実際の機関運転状態のパラメータに従って、均質ストイキ燃焼、均質
リーン燃焼又は成層リーン燃焼のいずれかに燃焼方式を設定する。
【００２０】
燃焼方式の判定の結果、均質ストイキ燃焼の場合は、燃料噴射量をストイキ空燃比（１４
．６）相当に設定して、Ｏ 2  センサ１７による空燃比フィードバック制御を行う一方、噴
射時期を吸気行程に設定して、均質ストイキ燃焼を行わせる。均質リーン燃焼の場合は、
燃料噴射量を空燃比２０～３０のリーン空燃比相当に設定して、オープン制御を行う一方
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、噴射時期を吸気行程に設定して、均質リーン燃焼を行わせる。成層リーン燃焼の場合は
、燃料噴射量を空燃比４０程度のリーン空燃比相当に設定して、オープン制御を行う一方
、噴射時期を圧縮行程に設定して、成層リーン燃焼を行わせる。。
【００２１】
点火制御（点火栓６の制御）については、燃焼方式別に、機関回転数Ｎｅと基本燃料噴射
量Ｔｐとをパラメータとするマップを参照するなどして、点火時期ＡＤＶを設定し、制御
する。
また、機関の制御装置としてのコントロールユニット１０は、機関と変速機との協調制御
のため、定時的に、 の信号送信ルーチンを実行して、通信線により、変速機の制御装
置の側に、変速制御及びライン圧制御のための信号を送信する。
【００２２】
図３の信号送信 について説明する。
Ｓ１では、アクセルセンサ１４からの信号に基づいてアクセル開度ＡＣＣを検出する。こ
の部分がアクセルセンサ１４と共にアクセル開度検出手段に相当する。
Ｓ２では、アクセル開度相当ドライバ要求トルクＴ１を算出する。すなわち、検出された
アクセル開度ＡＣＣを、これに相当するドライバ要求トルクＴ１に変換する。具体的には
、アクセル開度ＡＣＣをそのまスロットル開度とみなし、そのスロットル開度でのスロッ
トル開口面積を求め、このスロットル開口面積をドライバ要求トルクとして扱うようにす
ればよいので、スロットル開度－開口面積の変換用テーブルを用いて、アクセル開度ＡＣ
Ｃをドライバ要求トルクＴ１に変換する。この部分がドライバ要求トルク変換手段に相当
する。
【００２３】
Ｓ３では、ドライバ要求とは無関係の機関要求トルクＴ２を算出する。具体的には、機関
冷却水温Ｔｗに応じ、テーブルを参照して、冷機時補正トルク分を設定する。また、エア
コンスイッチ１８のＯＮ／ＯＦＦに応じ、補機負荷補正トルク分を設定する。そして、冷
機時補正トルク分と補機負荷トルク補正分とを加算して、その結果を、機関要求トルクＴ
２とする。この部分が機関要求トルク算出手段に相当する。尚、機関要求トルクとして、
冷機時補正トルク分、補機負荷補正トルク分の他、アイドルアップ分、オーバーヒート対
応分などを含めるようにしてもよい。
【００２４】
Ｓ４では、ドライバ要求トルクＴ１と機関要求トルクＴ２とを加算して、目標トルクｔＴ
ＲＱ＝Ｔ１＋Ｔ２を算出する。この部分が目標トルク算出手段に相当する。
Ｓ５では、目標トルク相当アクセル開度ＶＡＣＣを算出する。すなわち、算出された目標
トルクｔＴＲＱを、これに相当するアクセル開度ＶＡＣＣに変換する。具体的には、目標
トルクｔＴＲＱをスロットル開口面積として扱い、そのスロットル開口面積でのスロット
ル開度を求め、このスロットル開度をそのままアクセル開度とみなせばよいので、スロッ
トル開度－開口面積の変換用テーブルを逆に用いて、目標トルクｔＴＲＱをアクセル開度
ＶＡＣＣに変換する。この部分がアクセル開度相当値変換手段に相当する。
【００２５】
Ｓ６では、Ｓ１で検出されたアクセル開度ＡＣＣを、アクセル開度信号として、変速機側
へ送信する。この部分がＳ１の部分と共にアクセル開度信号送信手段に相当する。
Ｓ７では、Ｓ５で算出された目標トルク相当アクセル開度ＶＡＣＣを、機関出力トルク信
号として、変速機側へ送信する。この部分がＳ１～Ｓ５の部分と共に機関出力トルク信号
送信手段に相当する。
【００２６】

は変速機側のシステム図である。
機関の出力軸２１側に、クラッチ２２を介して、無段変速機（ＣＶＴ）２３が連結されて
いる。
【００２７】
無段変速機２３は、入力軸２４側の有効径が連続的に変化可能なプライマリプーリ２５と
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ルーチン

図４



、出力軸２６側（デフ側）の有効径が連続的に変化可能なセカンダリプーリ２７と、これ
らのプーリ２５，２７間に巻掛けられたベルト２８と、プライマリ圧（変速圧）が入力さ
れてプライマリプーリ２５に対し拡径方向に作用するプライマリ側シリンダ２９と、ライ
ン圧が入力されてセカンダリプーリ２７に対し拡径方向に作用するセカンダリ側シリンダ
３０とを備えてなる。
【００２８】
ここで、セカンダリ側シリンダ３０に入力されるライン圧は、オイルポンプ等の油圧源の
油圧を元圧として、リリーフ機能を有するライン圧制御弁３１により、生成される。
また、プライマリ側シリンダ２９に入力されるプライマリ圧は、ライン圧を元圧として、
リリーフ機能を有する変速制御弁３２により、生成される。
【００２９】
従って、プライマリ圧は常にライン圧より低いが、プライマリ側シリンダ２９の受圧面積
はセカンダリ側シリンダ３０の受圧面積より大きく設定してあるので、ライン圧に対する
プライマリ圧の比（プライマリ圧／ライン圧）を制御することにより、プーリ比を変化さ
せて、変速比を無段階に変化させることができる。
ライン圧制御弁３１及び変速制御弁３２は、変速機の制御装置としてのコントロールユニ
ット３３により、デューティ制御される。
【００３０】
この制御のため、変速機制御用コントロールユニット３３には、車速ＶＳＰを検出する車
速センサ３４などから信号が入力されていると共に、機関制御用コントロールユニット１
０から通信線によりアクセル開度信号（ＡＣＣ）及び機関出力トルク信号 が
入力されている。
変速機制御用コントロールユニット３３は、これらの信号に基づいて、内蔵のマイクロコ
ンピュータにより、 の変速機制御ルーチンに従って、変速制御弁３２及びライン圧制
御弁３１を制御して、変速比及びライン圧を制御する。
【００３１】

の変速機制御ルーチンについて説明する。
Ｓ２１では、アクセル開度ＡＣＣと車速ＶＳＰとに基づき、変速マップを参照して、目標
変速比を算出する。
Ｓ２２では、この目標変速比を得るように変速制御弁３２をデューティ制御して、プライ
マリ圧を制御する。このＳ２１，Ｓ２２の部分が変速制御手段に相当する。
【００３２】
Ｓ２３では、機関出力トルク信号としての、目標トルク相当アクセル開度 に基づ
き、所定のテーブルを参照して、目標ライン圧を算出する。
Ｓ２４では、この目標ライン圧を得るようにライン圧制御弁３１をデューティ制御して、
ライン圧を制御する。このＳ２３，Ｓ２４の部分がライン圧制御手段に相当する。
【００３３】
このように、変速機側で、アクセル開度信号と車速信号とに基づいて変速比を制御する一
方、機関出力トルク信号 に基づいてライン圧を制御する
ことで、変速機側での変速制御とライン圧制御とを確実なものとすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の構成を示す機能ブロック図
【図２】本発明の実施の一形態を示す内燃機関のシステム図
【図３】機関側の信号送信 のフローチャート

　変速機側のシステム図
　変速機制御ルーチンのフローチャート
　従来の問題点を示す図

【符号の説明】
１　内燃機関
４　電制スロットル弁
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（ＶＡＣＣ）

図５

図５

ＶＡＣＣ

（目標トルク相当アクセル開度）

ルーチン
【図４】
【図５】
【図６】



５　燃料噴射弁
６　点火栓
10　機関制御用コントロールユニット
11， 12　クランク角センサ
13　エアフローメータ
14　アクセルセンサ
16　水温センサ
18　エアコンスイッチ
21　機関の出力軸
22　クラッチ
23　無段変速機（ＣＶＴ）
25　プライマリプーリ
27　セカンダリプーリ
29　プライマリ側シリンダ
30　セカンダリ側シリンダ
31　ライン圧制御弁
32　変速制御弁
33　変速機制御用コントロールユニット
34　車速センサ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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